
森林づくり脱炭素推進課

令和7年10月3日

自然エネルギーによるまちづくり
～四万十川源流域におけるまちづくりの挑戦～

高知県梼原町
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梼原町の概要

世帯数：１，６７０世帯

人 口：３，０５０人

高齢化率 ４８.０９%

（令和７年４月１日現在）

農用地

林野

宅地

その他

面積：236.45k㎡

（内 91%が森林）

高知県高知市から車で ９０分

高知県須崎市から車で ４０分

愛媛県松山市から車で ９０分

愛媛県宇和島市から車で６０分

・高知県の西北部、愛媛県との県境の町。
・雄大な四国カルスト高原を有する四国山地の山間地帯に属し、四万十川の渓谷と急峻な
山々に囲まれた町。

梼原町

町中心部：標高４１０ｍ
（高低差220～1,455m）
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雲の上のまち 梼原町

梼原町は、６区・５６集落
明治の大合併により、６つの村が合併！
村を区として残し、それぞれの文化や特性を残し、
引き継いできた町。 町中心地を望む

★
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豊かな自然が残る町

四万十川の源流域 四国カルスト高原

山口県の秋吉台・福岡県平尾台につづく日本三大カルストの一つ。
全国的にも珍しい高位高原カルスト地形になっており、晴れた日
などには太平洋から瀬戸内海まで一望できる。
草原地帯は、カルスト放牧場として活用。

蛇行しながら太平洋へと注ぐ日本最後の清流といわれる四万十川
の源流域。 延長１９６㎞
◇ 名称の由来：シ・マムタ （大きく美しい川：アイヌ語）
（四万川と十和村十川の合成語）

冬には積雪も。 冬は寒い！ 肌で感じる四季感

➢ 年平均気温１３．４℃（最高３８．７℃、最低△１０．３℃）
➢ 年間降水量２，７２９㎜

※（平成３年（１９９１年）から令和２年（２０２０年）の３０年間の平均）



～ゆすはら座の保存活動から始まる！～

昭和６２年（１９８７年）、高知県内の知人の依頼で木造芝居
小屋「ゆすはら座」の保存運動に協力したことを契機に梼原町と
の交流を深めてきた。
梼原は、木と最初に出会った場所で「木の恩人」みたいなもの。

「雲の上のホテル・レストラン」が木を本格的に使った建物の第
１号で木の面白さに目覚めた。
ここ梼原で学んだ木の良さや「木を大事にして生きる」という
哲学を教えてもらい、新国立競技場のデザインにつながった。
あらためて梼原の町に感謝したい。

ゆすはら座（木造芝居小屋）

戦後の昭和２３年に建てられ、平成７年に修復
移築されたもので、芝居小屋は四国では香川県の
金丸座や愛媛県の内子座
が残っています。
花道もあり娯楽の少な

かった時代に農村歌舞伎
などが演じられていまし
た。

建築家 隈研吾氏との交流
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（※38年前）



地域資源を活用し、景観と調和した６施設！
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・梼原町地域新エネルギービジョンの策定ら26年。

社会情勢や技術の進化とともに計画を見直しながら、「環境のまち」としての歩みを進め
ている。

→建替え1990kW

→風光街路灯

→ペレットボイラー
→ペレット冷暖房機

→太陽光発電
→蓄電設備
→ペレットボイラー

→太陽光発電

→ペレット発電
（熱電併給）

→環境学習館
としての発電所

→ペレットストーブ、太陽光発電、
エコキュート 他5種

→計画継続中

表 梼原町地域新エネルギービジョンの実施スケジュール

▼当時（H11） ▼（H22） ▼（R2） ▼現在（R7）

1999（H11）年3月

梼原町のこれまでの取組み（1）
自然の恵みが循環するまちづくり～森を愛し、水を慕い、風をおこし、町をおこす～



環境モデル都市（平成２１年１月２３日認定）「生きものに優しい低炭素なまちづくり」

風 森

光

水

梼原町のこれまでの取組み（2）
自然の恵みが循環するまちづくり～森を愛し、水を慕い、風をおこし、町をおこす～
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2009（H21）年1月



梼原町風力発電所
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1999（H11）～



自然から得た恵みを循環する仕組み
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太陽光発電施設
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  施 設  発電      

  知  学 ・交流 ン ー       

   高    施設       
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2001（H13）年度～



木質バイオマス地域循環事業プロジェクト
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2006（H18）年10月～



 す らペレット工場
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2008（H20）年4月操業開始
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梼原町 水 発電所
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落 を活かした
 水   

最大１ 間に１ ２  
を 水し、  落  
６ を て、最大  
５３  を  。

  した 気は、 間
は 中一     梼
原   の  に  
し、 間は町中の  
     ）に  して
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  部（内部）

年間  量
（   年間）

  年       
  年       
  年       
  年       
  年       
平均       
  率      

  

放流

  
一   の
    帯 
  

2009（H21）年4月運転開始



再エネ電気を日常的に利用
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 水 発電 自営線による電 供給
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地元  が運営するピコ水 発電所
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  保 森林       に る
水 （    水 ）の水を  

        内の水 の    
や地   を  

  

     ：      
   （  ） 始日：     （  ）     
     ：          （     ）
     
（   始から  年間：    量  ）
      （  き）        （   ）

大   
から 用

  

・  活  ン ーま ばら（（株）ま ばら）が運営
「  活  ン ー」 、地域 民が主 となって、地域外からも 材を受け入れながら、
  学 や 会所などを拠点に、それぞれの地域の課題やニーズに応じて、 活、  、
防災といった様々な活 に  的に取り組む仕組み

2021（R3）年5月運転開始



➡設備の維持及び再エネの取組みが困難

➡新たな再エネ設備の設置も厳しい状況

これまでの取組みを継続拡大し、梼原産再エネを活用して
経済の循環、防災や住民の暮らしの質の向上を図りつつ
2050年の目標に向かって、階段を上っていく！

①

②

調査研究の加速化（次のステージに向けて）
～２０５０年に再 可能エネルギー自給率１００％を目指す～

18脱炭素先行地域計画 作 ・応募



19

脱炭素先行地域に選定
2022（R4）年4月

脱炭素先行地域計画 作 ・応募



梼原町脱炭素先行地域の全体概要
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雲の上のまち“脱炭素”への挑戦（低炭素社会から脱炭素社会へ）
・３つの政策と１１の戦略により事業を実施
・消費電力 5,207,458 kWh / 年の脱炭素化（※町全体の約27％）

環境省作 概要資料

※町全 の電 消費量
19,083,825 kWh /年（2018年）
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脱炭素先行地域の全 スケジュール

★

★

★

★

★

★

・令和４年に選定・   始から４年 。

・ハ  整備は令和９年 完了予定



主要事業について

１．地域マイクログリッド構築事業
（自営線・蓄電設備・急速充電設備・充放電設備・街路灯）

22

２．木質バイオマス発電（熱電併給）事業

３．木質ペレット工場増設事業

・主   は、１１の戦略中②④⑦⑧⑨⑪で り、３つの  を  



※対象施設参照（再エネ自家消費）

既 

  線
（不足分）

自営線内 脱炭素戦略 仕組み図

・ 営線を敷 し、  の木質バイオマス  や既 の   ・ 水   の  を、

 営線を して 象  に  し、消 する  の脱炭素化を図る。また、木質バイオ

マス  と同時に  する を  して、お に変換して  することに え、木質 

  ト  増 等を い地域の雇 創 、林 の活性化等を図る。

  により期待 れる主  果

①木質バイオマスの活 による 画  森林整備や、
森林の土砂災害防止等による  の暮らしの質の向
 、林 の活性化による従  の 成や た   
 の参 ・地域の雇 の増 

②地域  ル   社 立や地域マイ  グリ  の
構築による     や送配 網の  ・メン ナ
ンス等の た 雇 の創 や防災 の強化

23

主要事業の概要（仕組み）



梼原町 脱炭素先 地域   群 象  位 図
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地域マイクログリッド構築事業
（自営線・蓄電設備・急速充電設備・充放電設備・街路灯）

・MG内３５  、消   2,864,753 kWh / 年の脱炭素化（※町  の 15 ）
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地域マイクログリッド内
木質バイオマス発電（熱電併給）事業 主要設備

・ 型木質バイオマス（ペレット）発電設備
165kW×2台＝330kW

・発電と同時に発 する熱を利用し、
近接する温泉・プールへ熱供給



・  だけでは  、 境  の としての  を ね備えた  に
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方向：温泉側→プール側

方向：国道側→温泉側 方向：国道側→プール側

地域マイクログリッド内
木質バイオマス発電（熱電併給）事業 主要設備

梼原町地域新エネルギービジョン （H11（1999年）3月策定）
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木質ペレット工場増設事業

木質ペレット工場 現況

増設
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主要事業の整備進捗状況

１．地域マイクログリッド構築事業
（自営線・蓄電設備・急速充電設備・充放電設備・街路灯）

・令和８年３月の完成に向け、  を  ている。

３．木質ペレット工場増設事業

２．木質バイオマス発電
（熱電併給）事業

受変電設備 自営電線 EV急速充電設備 街路灯
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地元組織による運営を計画

※対象施設参照（再エネ自家消費）

既 

  線
（不足分）

（株）ゆすはらペレット
が運営

地域新電力会社
ゆすはらエネルギー（株）

が運営

・木質   ト 造  は、これまでどおり ゆすはら   ト（株） が 営

・地域マイ  グリ  は、  織で る地域   会社 ゆすはら  ル  （株） が 営

➡ 地域循 の     り 地域資源と地域経済の循  ス   の構築

  により期待 れる主  果

①木質バイオマスの活 による 画  森林整備や、
森林の土砂災害防止等による  の暮らしの質の向
 、林 の活性化による従  の 成や た   
 の参 ・地域の雇 の増 

②地域  ル   社 立や地域マイ  グリ  の
構築による     や送配 網の  ・メン ナ
ンス等の た 雇 の創 や防災 の強化

木質ペレット製造工場 地域マイクログリッド
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地域新電 会社に いて

・令和６年１月２２日、 町がこれまで取り組んでき
た環境への取り組みを継続発展さ 、梼原の自然
の恵みを活用し、脱炭素社会の実現と地域経済の
循環に取り組んでいく、地域新電 会社
「 す らエネルギー株式会社」を設立

・取締役 、梼原町、梼原町森林組 、連携 定
２事業 の代表  計４ で組織

・令和７年３月末、事業活 に必要な 売電気事業 として登録。
今後、町の  施設への電 供給、 そして町内の需要家へと段階を踏みな
がら、事業を行っていくスケジュール（ス ールス ート）

事業内容

1. 再 可能エネルギーを活用した地域貢献に関する事業

2. 再 可能エネルギーを活用した防災・災害対策に関する事業

3. 地球温暖化対策及び再 可能エネルギーに関する 材  及び環境教 

4. 電 及び熱等のエネルギーの卸・ 売事業

5. 再 可能エネルギーを利用した発電事業

6. 再 可能エネルギー及び省電 の設備機器の保守及び運営管理事業

7. 再 可能エネルギーの施設整備事業

8. 地球温暖化対策及び再 可能エネルギー普及のための情報提供、イベント企画・運営事業

9. 梼原町等からの受託事業

10. 前各 に付帯また 関連する一切の事業

昭和３年（1928）以来、
９６年ぶりに町に
電 会社が誕 ！

2024（R6）年1月



写真：梼原高 HPより

 典：全国地球温暖化防止活 推進 ン ー

中高 による新風車の電源起  レ ニーの様子環境学習（風車）の様子環境学習（木質ペレット工場）の様子

森林ボランティア（植樹）の様子

地域の職業 との 談会の様子

・今できることに取り組むとともに、次の世代により良い環境を
引き継いでいきたい

1.5℃以 

・森林づくり
・再エネの導入、普及
・廃棄物の減量への取組み 等

・再エネ設備の見学を含めた環境学習
・植林作業やイベントを通じた 験 等

「次世代へより良い環境を引き継ぐ社会」 の実現に向けて
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2050年ゼロカーボンに向けて目指すべき将来像

「次世代へより良い環境を引き継ぐ社会」 の実現に向けて挑戦！

ご清聴ありがとうございました。


